変革期の大学と学生、学生相談担当者の視点 : 退学勧告制度と関係性の醸成 by 村上, 嘉津子
Title変革期の大学と学生、学生相談担当者の視点 : 退学勧告制度と関係性の醸成
Author(s)村上, 嘉津子

































































































































































































































































































年度 計 国立 公立 私立
H12
H13
H14
H15
H16
63／649
88／669
146／686
163／702
195／709
6／99
11／99
25／99
27／100
35／87
3／72
5／74
12／75
10／76
17／80
54／478
72／496
109／512
126／526
143／542
（文科省H17年度学校基本調査、及び文科省高等教育局，2006の資料をもとに作成）
＊4　ただし、こうした論議は一般学生についてのことである。実は、大学は高校までとは異な
　　り、誰の目にもとまることなくひっそりと、そこに在籍しうるという点において、一部の
　　人々にとって非常に貴重な場でもある。様々な人々が学べる場として、彼らがこのような制
　　度によって否応なく人前に引きずり出される脅威にさらされることのないよう、各段階にお
　　ける接点と、退学勧告後の選択は、あくまで学生の選択を尊重したものであってほしい。
＊5　ところで、大学における人々との接点は、成績評価の場をもってせずとも、他に部活動や
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サークル、アルバイトなど様々な機会がある。社会に学生を送り出す大学の責任ということ
で、大学が学生の修学について特に注意を払った制度ではあるが、大学に何を望むか、学業
にしろ課外にしろ大学での過ごし方が個々の学生の選択に任せられることには、現在も変わ
りがないと思われる。しかしながら、大学が困難を抱えているかもしれない学生を見いだそ
うとする場合、全学生を隈無く対象とする機会はごく限られる。その点において、退学勧告
制度はまず最初に成績評価によって照合されるため、全学生が対象となる。これまでも定期
健康診断は全部の学生に与えられる、医療関係者ないしは心理相談担当者との貴重な関わり
の機会であった。そこでの問診や質問紙の記入において、入学後の学生のフォローがなされ
てきたが、年に一度の機会である。全学生に与えられる機会というのは今のところ、学生定
期健康診断の他には成績の評価くらいであろう。あくまで学業に限られた指標ではあり、ま
たどのような方法に依っても、網の目から漏れるものはあるのだが、困難を抱えているかも
しれない学生を見いだし接点を作るために、全学生が対象となる照合の機会という点におい
ては、成績評価は指標として利用し得るものかもしれない。
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